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学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました

先月実施した「学校評価アンケート」では、多くの保護者・地域

のみなさんにご協力いただき、ありがとうございました。集計結果

を以下にお知らせします。紙面の都合で全てを掲載できませんが、

ホームページには全て掲載していますので、ぜひご覧ください。

※黒岩小学校ホームページ http://www.kochinet.ed.jp/kuroiwa-e/

※肯定的評価（そう思う・ややそう思うの合計）の割合
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子どもたちは学校に楽しく通っている。
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子どもたちは進んであいさつをしている。
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学校は情報提供を積極的に行っている。
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保護者や地域の方と協力して解決している。
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今の学校の状態は満足できるものだと思う。
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アンケート集計結果の考察

学校評価アンケート集計結果の考察として、以下の点が挙げられます。

・ほぼ全員が「友達と仲良く生活している」(97%)「自分の学級が楽しい」(100%)と感じており、安

定した学校生活を送っていることが推察される。

・「授業が良く分かる」と 60%の児童が答えているものの、保護者は 26%に留まっている。保護者には、

学力についての不安感があるのではないか。

・「家で本を読んでいる」について、否定的な児童が 40%に達している。家庭と協力して、本に親しむ

機会を作ることが必要ではないか。

・「自分には良いところがある」について、否定的な児童が 14%もいる。自分の良さを感じられないこ

とが、何事に対しても否定的に捉えることにつながっている傾向がある。

・「自分から進んで挨拶している」と答える児童が 89%いる反面、地域住民からは否定的な回答（31%）

が寄せられている。背景として、学校と地域との交流機会の減少があるのではないか。

・多くの児童が「地域をもっと良くしたい」(92%)と回答しているが、保護者からは否定的な回答（61%）

が寄せられている。ふるさと学習の成果を、保護者に十分に伝えられていないのではないか。

・今の学校の状態については、教職員は満足できると捉えているが、保護者・地域住民からは否定的

な声もある。「学校や子どもたちの問題を保護者や地域の方と協力して解決できている」に対しても

同様な回答となっており、学校と保護者・地域とのさらなる連携・協働が求められている。

アンケートの形でみなさんからいただいた声を活かし、今後の学校運営改善に役立てて

いきます。なお、アンケートの集計結果と学校の自己評価をもとにして、２月９日に開催

する黒岩のこどもの未来を考える会において、学校関係者評価を実施する予定です。

の黒岩小学校
２月 ６日（月）ハローウォーク（～１０日），委員会

１０日（金）あいさつ運動

１１日（土）学習発表会，愛校作業

１３日（月）振替休日

１４日（火）読み聞かせ

１７日（金）なわとび集会

２０日（月）クラブ

２８日（火）朝の読み聞かせ，一日入学
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返信【黒岩小だより R4-11】ご意見・ご感想をお寄せください。 お名前（ ）


